
 

  10 月 5 日（土），福間南小学校大運動会を行いました。今年，児童が決めた運動会のスローガン

は，「ひとりひとりがすすんで協力し，思い出に残る最高の運動会にしよう！」です。子供会議で代表

児童が話し合い決定したスローガンには本年度の目標「すすんで」の言葉を入れ，自分たちで自ら

活動し，創り上げようという意識が感じられます。運動会本番では，どの学年の児童も日常の練習の

成果を発揮し，徒競走，綱引き，様々なダンス，競争遊戯，そして組体操や集団行動など素晴らしい

姿を見せてくれました。特に６年生は，用具の準備や全体の指揮，

運動会の実況の放送，開閉会式の進行，さらには運動会全体を

盛り上げる応援団など今年も素晴らしい活躍が見られました。スロ

ーガンの言葉の通り，１５６９人の児童ひとりひとりがすすんで協力

し，思い出に残る最高の運動会になったと思います。 

このように，運動会を盛会に終えることができたのも，保護者の

皆様のご理解とあたたかい声援があったからこそだと考えます。保護者の皆様の一人一人の拍手，

声援が子供たちの「頑張った！」「自分はできるようになった。」という自己肯定感につながりました。 

今後も福間南小学校の児童一人一人に，温かいご支援をよろしくお願いします。 
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 「３校「輝」IN イオン」は，福津イオンのご協力のもとで本年度より始まった福間中学校ブロック

の行事です。福津市が「学校」「地域」「家庭」が協働するコミュニティスクールの取り組みを推進

しているのはご承知の通りです。その一環として，福間南小学校・福間小学校も小学生の「すす

んで表現する力」を伸ばそうと「自由参加で発表する場」を設けることとしました。 

南小にとっては初めての取り組みで，しかも自由参加・・発表できる児童はいるかな？・・と私

は少し不安でしたが，３組４名の児童の応募がありました。１年鴨川玄絆さん，５年山本伊織さん，

６年藤井湊真さんと山崎一平さんです。１年の鴨川玄絆さんは素晴らしいダンスを，５年の山本

伊織さんは流暢な語り口の落語を，そして 6 年生の藤井湊真さんと山崎一平さんは桃太郎のお

話を作り替えた創作漫才を披露しました。個々の発表も本当に質が高く，本当に素晴らしかった

のですが，何よりも感心したのが，やってみようと「挑戦する心」→「すすんでやってみる気持ち」で

す。福津イオンという学校とは違う環境で，しかも福間小学校の大勢の人たちと一緒に，たくさんの

人の前で堂々と表現する様子に大変感心させられました。 

福間小学校の発表も運動会のダンスや，学級での縄跳びと個々の考えやグループでの参加で

すので，来年度は南小学校も「すすんで」たくさんの人やグループで応募し，「表現する力」を培って欲しいと思っています。 

 子供会議では 3 年生以上各学級の代表児童及び各委員会の委員長が集まり，南小

学校をよりよくするために「すすんで」話し合っています。今回は学校をよくする

6 人のレンジャーを創り，色々な場面で活躍してもらうという話し合いが行われま

した。「廊下の通り方がよくなるように活躍してもらう」「縄跳びをする時に励ま

してもらう」「学校をよくする放送をしてもらう」などたくさんのアイデアが出さ

れました。運営委員会の谷口さんを司会として話合いがなされた「南小レンジャー」。これからの活躍が楽しみです。 

11 月の主な行事予定 


